
令和４年度
第２回

地域福祉計画策定協議会

（資料１）

Ⅰ 市民アンケート調査 結果概要

Ⅱ 事業所アンケート調査 結果概要



Ⅰ 市民アンケート調査 結果概要

（１）目的

本調査は、市民の福祉に関する意識、日常の暮らしの悩みや不安、地域におけ
る福祉活動等の現状を分析し、第５次安城市地域福祉計画策定にあたっての
基礎資料とすることを目的に実施。

（２）調査対象・方法・期間

対象： 住民基本台帳から無作為に選んだ１８歳以上の市民３，０００人
方法： 郵送により調査票を配布 回答は郵送とＷｅｂのいずれかを選択
期間： 令和４年１１月２２日（火）～１２月１２日（月）

（３）回収状況
区分 配布数 有効回答数 有効回収率

今回（令和４年調査） 3,000 1,383 46.1％

前回（平成２９年調査） 3,000 1,244 41.5％

郵送回答９５７（69.2％）、 Ｗｅｂ回答４２６（30.8％）
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Ⅰ-１ 福祉との関わり

問６ 現在のあなたと福祉との主な関わりは次のどれですか。（○は１つだけ）

✓ 前回調査に比べ、「地域で福祉活動している」は2.4ポイントの低下

0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

平成24年度調査

4.4

3.2

3.5

1.8

3.5

3.6

6.2

8.6

3.0

6.0

7.7

6.6

7.2

7.3

6.0

70.4

66.4

70.1

2.0

1.2

3.8

2.0

2.0

3.4

(%)

福祉関係の事業所で仕事をしている　

ボランティアまたはＮＰＯ活動をしている　

地域で福祉活動をしている

福祉サービスを利用している　

家族の介護等をしている

関わりはない　

その他

回答なし

問6 福祉との関わり

n（人）

1,383

1,244

1,427

3



Ⅰ-２ 福祉に関する情報入手の程度

問８ あなたは、現在、福祉に関する情報がどの程度入ってきているとお考えですか。
（○は１つだけ）

✓ 「十分」＋「まあまあ」
＝『入ってきている』は32.9％
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0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

平成24年度調査

2.0

2.1

2.5

30.9

33.9

36.0

39.1

35.5

37.9

9.0

9.0

7.8

17.9

17.5

14.5

1.2

2.0

1.3

(%)

十分入ってきている まあまあ入ってきている　

あまり入ってこない 全く入ってこない　

わからない 回答なし

問8 福祉情報取得の程度

n（人）

1,383

1,244

1,427

✓ 「あまり」＋「全く」
＝『入ってこない』は48.1％



0 20 40 60 80 100

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

2.0

1.6

0.6

2.5

1.1

2.8

2.3

2.7

30.9

17.5

29.1

30.1

25.7

22.2

40.3

40.4

39.1

38.1

45.5

43.1

47.9

45.4

29.8

28.3

9.0

15.9

10.3

8.8

8.8

9.3

7.8

6.3

17.9

27.0

14.5

15.5

16.1

18.5

19.0

18.4

1.2

0.4

1.9

0.8

4.0

(%)

十分入ってきている まあまあ入ってきている　

あまり入ってこない 全く入ってこない　

わからない 回答なし

問8 福祉情報取得の程度 × 問2 年齢7ｶﾃ

n（人）

1,383

126

165

239

261

108

258

223

Ⅰ-２ 福祉に関する情報入手の程度

問８ あなたは、現在、福祉に関する情
報がどの程度入ってきていると
お考えですか。（○は１つだけ）

✓ 福祉に関する情報が『入ってきて
いる』と回答する人は、65歳以
上の高齢者層で高い。
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✓ 64歳以下の年齢層では、情報が
『入ってこない』と回答する人の
方が多い。



Ⅰ-３ 福祉に関して知りたい情報

問７ あなたは福祉に関してどのような情報を知りたいですか。（あてはまるものすべてに○）

✓ 「高齢者についてのサービス情
報」が41.3％で最も高い。
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✓ 「生きがいづくり（講座、教室、
サークル活動など）についての情
報」、「健康づくりについての情
報」、「子育てについての情報」が
これに続く。

0 10 20 30 40 50

高齢者についてのサービス情報

生きがいづくりについての情報

健康づくりについての情報

子育てについての情報

ボランティアやＮＰＯなどの市民活動
企業の社会貢献活動についての情報

障害者（児）についてのサービス情報

その他

今は特にない

回答なし

41.3

27.0

24.6

20.2

9.3

8.2

0.5

27.4

0.6

38.0

31.8

26.0

18.7

10.6

7.6

0.6

28.9

1.1

(%)

今回調査
（ｎ＝1,383）

平成29年度調査
（ｎ＝1,244）

問7 希望する福祉情報 ●ソート

✓ 「今は特にない」が27.4％で２
番目に高い。



Ⅰ-３ 福祉に関して知りたい情報

問７ あなたは福祉に関してどのような情報を知りたいですか。（あてはまるものすべてに○）
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✓ 福祉に関する情報が『入ってこな
い』と回答した人でも、福祉に関
する情報を知りたいという割合
は低くない。



0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

6.3

7.0

39.6

45.2

35.7

32.4

15.8

12.5

2.3

1.8

0.2

1.1

(%)

よく付き合っている ある程度付き合っている

あまり付き合っていない 全く付き合っていない

わからない 回答なし

問11 地域での付き合いの程度

n（人）

1,383

1,244

Ⅰ-４ 近所づきあいの程度

問11 あなたは地域での付き合い（近所づきあい）をどの程度していますか。（○は１つだけ）

✓ 今回調査 「よく」＋「ある程度」
＝『付き合っている』は45.9％
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✓ 平成29年度調査 「よく」＋「ある程度」
＝『付き合っている』は52.2％

✓ 前回より6.3ポイント低下
近所づきあいは希薄化の
傾向に

52.2％

45.9％



0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

18.0

21.9

25.4

23.1

9.8

11.9

10.7

9.7

24.8

20.3

2.5

1.8

0.3

0.8

8.0

8.2

0.6

2.3

(%)

住民全ての間で困ったときに互いに助け合う

気の合う住民の間で困ったときに助け合う

困ったときに助け合うことまではしなくても、住民がみんなで行事や催しに参加する

困ったときに助け合うことまではしなくても、住民の間で世間話や立ち話をする

困ったときに助け合うことまではしなくても、住民の間であいさつを交わす

地域での付き合いは必要ない

その他

わからない

回答なし

問12 望まれる地域での付き合いの程度

n（人）

1,383

1,244

Ⅰ-５ 望ましい近所づきあいの程度

問12 地域での付き合い（近所づきあい）は、どの程度が望ましいと思いますか。（○は１つだけ）

✓ 『困ったときに助け合う』
前回45.0％⇒今回43.4％
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✓ 『助け合うことまではしなくとも』
前回20.3％⇒今回24.8％

✓ 「困ったときに助け合うこ
とまではしなくとも、住民
の間であいさつを交わす」
が伸びている。



0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

平成24年度調査

21.8

25.9

26.0

76.8

72.7

71.6

1.4

1.4

2.4

(%)

ある ない 回答なし

問13 近所からの依頼や手伝いの有無

n（人）

1,383

1,244

1,427

Ⅰ-６ 近所の人からの頼みごとやお手伝いの有無
問13 あなたは、近所の人から頼みごとをされたり、お手伝いしたりすることがありますか。

（○は１つだけ）

✓ 『ある』
前回25.9％⇒今回21.8％
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✓ 『ない』
前回72.7％⇒今回76.8％

✓ 前回より4.1ポイント低下



0 20 40 60 80 100

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

21.8

6.3

14.5

17.6

17.2

23.1

31.0

33.6

76.8

93.7

84.8

81.6

82.0

76.9

65.9

63.2

1.4

0.6

0.8

0.8

3.1

3.1

(%)

ある ない 回答なし

問13 近所からの依頼や手伝いの有無 × 問2 年齢7ｶﾃ

n（人）

1,383

126

165

239

261

108

258

223

Ⅰ-６ 近所の人からの頼みごとやお手伝いの有無

問13   あなたは、近所の人から頼
みごとをされたり、お手伝
いしたりすることがありま
すか。（○は１つだけ）

✓ 頼みごとされたり、お手伝
いをしたりする人の割合は、
年齢が上がるほど高くなる。
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Ⅰ-７ 近所の人からの頼みごとやお手伝いの内容

問13-1 問13で「１ ある」を選んだ人にお
たずねします。
それはどのような手伝いですか。
（あてはまるものすべてに○）

✓ 「日頃の声かけ・見守り」が46.4％
で最も多い。

✓ 「話し相手」は42.1％で２番目に多
い。前回の35.7％から6.4ポイント
上昇。

✓ 「介護の相談」が、前回の6.5％から
5.4ポイント上昇し11.9％に。
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0 20 40 60

日頃の声かけ・見守り

話し相手

介護の相談

ゴミ出しや掃除などの家事

災害時などの緊急時の支援

子育ての相談

短時間の子どもの預かり

関係機関の紹介（情報提供）

買い物

病院・学校などへの送り迎え

その他

特にない

回答なし

46.4

42.1

11.9

10.3

9.6

7.9

7.3

7.0

6.3

5.6

8.6

3.3

0.3

47.8

35.7

6.5

14.0

10.2

7.1

6.8

8.7

7.8

7.1

9.6

8.4

0.3

46.6

36.7

5.7

9.2

7.0

10.8

10.2

9.2

10.0

6.2

16.4

5.9

0.8

(%)

今回調査（ｎ＝302）

平成29年度調査（ｎ＝322）

平成24年度調査（ｎ＝371）

問13-1 具体的な手伝いの内容 ●ソート



Ⅰ-８ 毎日の暮らし・10年後の
暮らしの悩みや不安

問14 毎日の暮らしの中で、次のどのようなこと
で悩みや不安を感じていますか。
（○は３つまで）

問15 １０年後のあなたご自身やあなたの家族の
状況を考えた場合、毎日の暮らしの中で、
次のどのようなことで悩みや不安を感じ
ていると思われますか。 （○は３つまで）
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✓ 現状不安
「自分や家族の健康に関すること」
「お金（収入や家計）に関すること」
「災害に関すること」が上位３つ

✓ 将来不安（10年後の不安）
「自分や家族の健康に関すること」
「介護に関すること」
「お金（収入や家計）に関すること」が上位３つ

0 10 20 30 40 50 60 70

自分や家族の健康に関すること

お金に関すること

災害に関すること　

介護に関すること

生きがいや将来に関すること

子育てに関すること　

自分や家族の仕事に関すること

地域の治安に関すること

近所付き合いに関すること

特にない

その他

回答なし

43.9

30.4

28.5

19.4

21.0

13.4

14.2

15.2

3.7

13.2

0.9

3.2

48.9

34.0

21.1

26.9

17.4

12.4

11.7

11.9

3.9

15.8

0.6

1.2

44.5

35.6

24.1

22.9

19.1

13.8

12.6

9.8

4.3

16.6

0.5

1.1

59.3

47.4

20.6

46.1

16.3

11.8

14.3

7.4

3.8

6.2

0.7

1.1

(%)

平成24年度調査（ｎ＝1,427）

平成29年度調査（ｎ＝1,244）

今回調査（ｎ＝1,383）

10年後（ｎ＝1,383）

問14問15比較



Ⅰ-９ ご近所で生活課題を抱えた人を見聞きしたことの有無

問17   あなたは、ご近所（家族は除く）で、
以下の様な生活課題を抱えた人を
見聞きしたことがありますか。
（あてはまるものすべてに○）
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0 10 20 30 40 50 60 70

認知症の人

老老介護・認認介護

引きこもり

病気がちな単身高齢者

ニート

生活困窮者・世帯

8050問題

子どもへの虐待

DV

ダブルケア

高齢者や障害者への虐待

子どもの貧困

ヤングケアラー

薬物依存症・アルコール依存症の人

その他

見聞きしたことはない

回答なし

21.0

9.8

6.0

4.7

4.6

2.8

2.3

1.7

1.4

1.2

0.9

0.9

0.5

0.4

0.4

64.5

1.6

(%)

問17 近所で見聞きした生活課題

n＝1,383

●ソート

✓ 「認知症の人」は21.0％。５人に１人
は認知症の人を見聞きしている。

✓ 「8050問題」、「虐待」、「ダブルケ
ア」、「ヤングケアラー」などのケース
も少数ながら見聞きされている。

「見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
」は

33.9％



Ⅰ-10 ご近所に頼まれできること・自分が支援してほしいこと

問18   地域で、困っている世帯があっ
たら、あなたにできることは何
ですか。（○は３つまで）

問19   あなた自身やご家族が困った
時、以下に示したようなことを、
地域の人たちに支援してほしい
ですか。（○は３つまで）

15
0 10 20 30 40 50 60

日頃の声かけ・見守り

災害時などの緊急時の支援

関係機関の紹介（情報提供）

介護の相談

話し相手　

関係機関へつなげる

買い物

ゴミ出しや掃除などの家事

病院・学校などへの送り迎え

子育ての相談

短時間の子どもの預かり

その他

特にない

回答なし

37.4

24.0

22.4

19.7

16.9

15.3

9.3

6.9

6.6

4.3

3.5

0.5

20.0

1.5

51.8

13.1

11.4

3.4

26.9

11.6

7.4

4.7

2.8

3.4

3.8

0.7

23.3

1.2

(%)

問19 地域の人たちに支援してほしい事項（ｎ＝1,383）

問18 地域で困っている世帯にできること（ｎ＝1,383）

問18と問19比較 ●ソート

順位 近所に頼まれでき
ること

困ったときに支援
してほしいこと

１位 日頃の声掛け・見守
り（51.8％）

日頃の声掛け・見守
り（37.4％）

２位 話し相手（26.9％） 災害時など緊急時
の支援（24.0％）

３位 災害時など緊急時
の支援（13.1％）

関係機関の紹介
（22.4％）



0 20 40 60 80 100

今回調査

平成29年度調査

7.6

11.3

22.1

32.4

7.0 17.3

19.9

44.4

34.6

1.7

1.9

(%)

ほとんど参加してきた たまに参加してきた

コロナ禍がなければ参加していた あまり参加していない

参加したことがない 回答なし

問21 地域行事への参加の頻度

n（人）

1,383

1,244

Ⅰ-11 地域行事等への参加

問21 この１年間で、あなたは、防犯や防災、お祭りなど地域の行事等に参加しましたか。
（○は１つだけ）

✓ 「ほとんど」＋「たまに」＋「コロナ禍がなければ」
＝『参加してきた（していた）』は36.7％。 前回は43.7％、7.0ポイントの低下。
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43.7％

36.7％



Ⅰ-12 地域福祉活動への関わり

問22   現在、あなたは、次の（ア）～（サ）
のような地域福祉活動やボラン
ティア・ＮＰＯ等の活動に関わって
いますか。また、今後関わってい
きたいですか。（ア）～（サ）の項目
それぞれについて、１～６の該当
する番号を１つだけ選んで○をつ
けてください。

17 0 100 200 300 400 500 600 700 800

(ア) 防火・防災

(イ) 防犯・交通安全

(ク) 健康づくり

(ウ) 子育ての支援や
子どもの見守り活動

(カ) 高齢者介護の支援

(エ) 福祉施設・医療機関での
ボランティア活動

(オ) 障害者の支援

(キ) 家族介護をしている
人への支援

(コ) 子どもの貧困に関すること

(サ) 若者のひきこもりの問題

(ケ) 生活困窮者に関すること

312

213

158

150

83

75

75

55

43

36

35

563

508

667

479

350

357

324

367

397

244

245

(件)

これまで参加したことがある

今後参加したい活動

これまで参加したことがある活動と今後も（今後は）参加したい活動の比較 ●ソート

✓ いずれの活動においても、「これま
で参加したことがある」よりも、「今
後活動したい」という人の数がはる
かに多い。



0 10 20 30 40 50

防火・防災

防犯・交通安全

高齢者介護の支援

家族介護をしている人への支援

子育ての支援や子どもの見守り活動

健康づくり

子どもの貧困に関すること

障害者の支援

複合的な課題を抱えている人への支援

生活困窮者に関すること

福祉施設・医療機関でのボランティア活動

若者のひきこもりの問題

わからない

その他

回答なし

40.1

37.6

36.3

34.7

34.1

27.0

22.3

19.5

17.1

17.0

13.4

11.6

13.9

0.7

3.1

42.8

42.0

36.7

31.8

30.9

30.8

12.7

16.6

9.6

15.0

7.4

11.3

1.2

5.9

(%)

今回調査（ｎ＝1,383）

平成29年度調査（ｎ＝1,244）

問23 今後、充実すべき地域の福祉活動 ●ソート

※H29該当カテゴリなし

問23   今後のあなたの暮らしや今後予想
される地域社会の状況を踏まえる
と、今後、どのような地域の福祉
活動を充実していくべきと考えま
すか。（あてはまるものすべてに○）
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防災・防犯
Ⅰ-13 今後充実すべき地域福祉活動

✓ 防災・防犯に関わる活動、介護・子
育て支援、健康づくりに関わる活動
が上位。

✓ 「複合的な課題を抱えている人への
支援」にも２割近くの回答。

✓ 前回調査との比較では、「子どもの
貧困に関すること」、「生活困窮者に
関すること」の伸びが大きい。

介護・子育て支援
健康づくり

複合的課題



0 10 20 30 40

高齢や障害によって介護が必要になっても
在宅生活が続けられるサービスの充実

高齢者、障害者の入所施設の充実

車を利用できない人への市内移動支援に
関するサービスの充実

身近なところでの相談窓口の充実

健康診断・がん検診などの
保健医療サービスの充実

様々な生活課題を抱える住民を包括的に
支援するための関係機関の連携強化

子どもや若者の居場所づくりなど、
子ども・若者に関わる施策の充実

保育や居場所づくりなど
子育てに関するサービスや活動の充実

災害時における避難行動要支援者に
関わる施策の充実

地域活動やＮＰＯ・ボランティアなどの
参加促進や活動支援

保健福祉に関する情報提供や
制度案内の充実

健康増進・維持のための相談や
訪問指導などのサービスの充実

低所得者の自立支援

福祉教育の充実

児童福祉施設の充実

サービス利用者などを保護する
権利擁護や苦情対応などの取組み

その他

わからない

特に優先して充実すべき施策はない

回答なし

26.6

22.6

19.7

19.0

11.8

11.3

10.3

8.8

6.0

4.3

3.8

3.6

2.9

1.9

1.8

0.7

0.5

12.0

1.2

3.1

33.0

31.8

22.8

16.6

13.0

7.5

6.2

7.6

5.2

4.9

2.2

4.6

1.1

0.9

10.2

1.1

3.5

(%)

今回調査（ｎ＝1,383）

平成29年度調査（ｎ＝1,244）

問29 今後、市が優先すべき地域福祉施策

※H29該当カテゴリなし

※H29該当カテゴリなし

※H29該当カテゴリなし

●ソート

問29   今後、市は、以下のどの地域福祉関連施策を
優先して充実すべきだと思いますか。
（○は２つまで）
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Ⅰ-14 優先すべき地域福祉関連施策

順位 優先すべき福祉関連施策

１位 高齢や障害によって介護が必要になっても、在
宅生活が続けられるサービスの充実（26.6％）

２位 高齢者、障害者の入所施設の充実（22.6％）

３位 車を利用できない人への市内移動支援に関す
るサービスの充実（19.7％）

４位 身近なところでの相談窓口の充実（19.0％）

５位 健康診断・がん検診などの保健医療サービスの
充実（11.8％）

６位 様々な生活課題を抱える住民を包括的に支援
するための関係機関の連携強化（11.3％）

７位 子どもや若者の居場所づくりなど、子ども・若
者に関わる施策の充実（10.3％）



Ⅰ-15 市民アンケート調査結果のポイント・課題
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◆ 福祉に関する知りたい情報があっても、情報を得ていない人が多い。必要とする
人に情報が届くように提供方法・手段等の改善策の検討が必要。

◆ 地域行事や地域の福祉活動はやや停滞傾向がみられる（コロナ禍の影響大きい
と考えられる）。停滞した活動の再始動・活性化への検討が必要。

◆ あいさつ程度の軽いご近所関係を望む者が増える傾向にある。こうした地域で
の付き合い(近所付き合い)の希薄化への改善策の検討が必要。

◆ 『自分が困ったときに支援してほしい割合』が、『ご近所に頼まれて自分ができる
ことの割合』よりも高いケース（災害時等の緊急時の支援、関係機関の紹介な
ど）について、支援策の検討が必要。

◆ 一方、地域だけですべての支援ニーズに応えていくことができないこともあるこ
とから、多様な社会資源との連携を深めていくことが必要。

◆ 今後地域福祉活動に｢関わってみたい」と考える人は相当数存在している。こうし
た潜在層を顕在化し、活動につなげていくことが必要。



Ⅱ 事業所アンケート調査 結果概要

（１）目的

本調査は、市内において福祉サービスを提供している各事業所を対象に、
サービス利用者の生活課題、他の関係機関との連携等の現状を分析し、第５
次安城市地域福祉計画策定にあたっての基礎資料とすることを目的に実施。

（２）調査対象・方法・期間

対象： 市内に所在地を有し、介護保険サービス、障害福祉サービスを提供
する290事業所 （内訳）介護保険186、障害福祉104

方法： 郵送により調査票を配布 回答は郵送とＷｅｂのいずれかを選択
期間： 令和４年１１月２２日（火）～１２月１２日（月）

（３）回収状況
区分 配布数 有効回答数 有効回収率

今回（令和４年調査） 290 206 71.0％

前回（平成２９年調査） 244 161 66.0％

郵送回答141（68.4％）、 Ｗｅｂ回答65（31.6％）
21



問８ サービス利用者と接する中で、サービス
利用者の方々が特にどのようなこと
で困っている、あるいは不安を抱えてい
るとお感じですか。（〇はいくつでも）

Ⅱ-１ サービス利用者が抱える不安

22
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

健康のこと

介護のこと

買い物や通院のこと

家族のこと

生活費のこと

住まいのこと

生きがいのこと

仕事のこと

地域や近隣の人間関係のこと

財産のこと

子育て・教育のこと

災害のこと

防犯のこと

その他

回答なし

74.8

52.4

41.7

38.8

37.4

24.8

20.4

19.4

17.5

14.6

14.1

11.2

3.4

8.3

1.9

73.3

49.1

44.1

51.6

34.8

27.3

27.3

23.0

19.9

11.8

14.9

8.1

6.2

8.1

3.1

(%)

今回調査（n＝206）

平成29年度調査（n＝161）

問8 提供者として感じる利用者の抱える不安 ●ソート

順位 サービス利用者の困りごと・不安

１位 健康のこと（74.8％）

２位 介護のこと（52.4％）

３位 買い物や通院のこと（41.7％）

４位 家族のこと（38.8％）

５位 生活費のこと（37.4％）

✓ サービス利用者が抱える不安としては、
「健康のこと」が特に多い。



問８ サービス利用者と接する中で、サービス
利用者の方々が特にどのようなこと
で困っている、あるいは不安を抱えてい
るとお感じですか。（〇はいくつでも）

Ⅱ-１ サービス利用者が抱える不安

23

順位 介護保険
事業所

障害福祉サービス
事業所

１位 健康のこと
（82.3％）

健康のこと
（62.7％）

２位 介護のこと
（70.0％）

家族のこと
（49.3％）

３位 買い物や通院のこと
（50.8％）

生活費のこと
（38.8％）

４位 生活費のこと
（36.9％）

子育て・教育のこと
（37.3％）

５位 家族のこと
（34.6％）

仕事のこと
（35.8％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

健康のこと

介護のこと

買い物や通院のこと

家族のこと

生活費のこと

住まいのこと

生きがいのこと

仕事のこと

地域や近隣の人間関係のこと

財産のこと

子育て・教育のこと

災害のこと

防犯のこと

その他

回答なし

82.3

70.0

50.8

34.6

36.9

24.6

20.0

10.8

18.5

19.2

2.3

13.8

4.6

6.2

0.0

62.7

17.9

22.4

49.3

38.8

23.9

19.4

35.8

14.9

7.5

37.3

4.5

1.5

13.4

1.5

(%)

介護保険事業所（①＋②）(n=130）

障害福祉サービス事業所（n=67）

問8利用者の抱える不安 ●ソート



Ⅱ-２ “担当分野以外の困りごと”を抱える利用者の有無

24
0 10 20 30 40 50

①認知症の方の対応

⑪老老介護・認認介護の方への対応

②高齢者・障害者への虐待の対応

⑬生活困窮者・世帯への対応

⑫病気がちな単身高齢者への対応

⑥引きこもりの方の対応

⑭薬物依存症・アルコール
依存症への対応

⑮ごみ屋敷への対応

⑧8050問題への対応

④DVの対応

⑩ ダブルケアへの対応

⑰高齢者・障害者等の
消費者被害への対応

⑨ヤングケアラーへの対応

⑦ニートの方の対応

③子どもへの虐待の対応

⑯犬猫の多頭飼育崩壊への対応

⑤ 子どもの貧困の対応

⑱その他

回答なし

32.0

31.1

27.2

26.2

23.8

18.0

18.0

17.5

16.0

13.6

13.1

8.7

5.8

4.9

4.4

3.9

3.4

3.9

36.4

(%)

◆問11 利用者について担当分野以外で認識した困りごと ●ソート

66

64

56

54

49

37

37

36

33

28

27

18

12

10

9

8

7

8

75

(事業所) 

問11 過去１年の間で、貴事業所の“担当分野以外
の困りごと”を抱えている利用者またはその
家族を見聞きしたことはありますか。その“困
りごと”はどのような分野であったかをお聞
かせください。（あてはまるものすべてに○）

順位 サービス利用者の困りごと・不安

１位 認知症の方の対応（32.0％）

２位 老老介護・認認介護の方への対応（31.1％）

３位 高齢者・障害者への虐待への対応（27.2％）

４位 生活困窮者・世帯への対応（26.2％）

５位 病気がちな単身高齢者への対応（23.8％）

✓ “担当分野以外の困りごと”を抱える利用者
を見聞きしたことがある事業者が63.6％を
占める。

✓ 「認知症の方」、「老老介護・認認介護の方」へ
の対応は、全事業所の３割を超える。

「見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
」は

63.6％



Ⅱ-２ “担当分野以外の困りごと”を抱える利用者の有無
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問11 過去１年の間で、貴事業所の“担当分野以外の困
りごと”を抱えている利用者またはその家族を見
聞きしたことはありますか。その“困りごと”はど
のような分野であったかをお聞かせください。
（あてはまるものすべてに○）

順位 介護保険事業所 障害福祉サービス事業所

１位 老老介護・認認介護の方へ
の対応（45.4％）

生活困窮者・世帯への対応
（22.4％）

２位 認知症の方の対応
（40.8％）

高齢者・障害者への虐待へ
の対応（19.4％）

３位 高齢者・障害者への虐待へ
の対応（30.8％）

認知症の方の対応
（17.9％）

４位 病気がちな単身高齢者への
対応（30.0％）

引きこもりの方の対応
（17.9％）

５位 生活困窮者・世帯への対応
（27.7％）

8050問題への対応
（16.4％）

0 10 20 30 40 50 60

老老介護・認認介護の方への対応

認知症の方の対応

高齢者、障害者への虐待の対応

病気がちな単身高齢者への対応

生活困窮者・世帯への対応

ごみ屋敷への対応

薬物依存症・アルコール依存症への対応

ダブルケアへの対応

引きこもりの方の対応

8050問題への対応

ＤＶの対応

高齢者・障害者等の消費者被害への対応

ニートの方の対応

ヤングケアラーへの対応

犬猫の多頭飼育崩壊への対応

子どもへの虐待の対応

子どもの貧困の対応

その他

回答なし

45.4

40.8

30.8

30.0

27.7

22.3

20.0

17.7

16.9

15.4

10.0

9.2

6.9

4.6

3.1

1.5

0.8

3.8

30.0

4.5

17.9

19.4

9.0

22.4

7.5

11.9

3.0

17.9

16.4

14.9

4.5

0.0

7.5

3.0

7.5

7.5

3.0

50.7

(%)

介護保険事業所（①＋②）(n=130）

障害福祉サービス事業所（n=67）

◆問11認識した困りごと ●介護保険事業所（①＋②）(n=130）を基準にソート

0 10 20 30 40 50 60

老老介護・認認介護の方への対応

認知症の方の対応

高齢者、障害者への虐待の対応

病気がちな単身高齢者への対応

生活困窮者・世帯への対応

ごみ屋敷への対応

薬物依存症・アルコール依存症への対応

ダブルケアへの対応

引きこもりの方の対応

8050問題への対応

ＤＶの対応

高齢者・障害者等の消費者被害への対応

ニートの方の対応

ヤングケアラーへの対応

犬猫の多頭飼育崩壊への対応

子どもへの虐待の対応

子どもの貧困の対応

その他

回答なし

45.4

40.8

30.8

30.0

27.7

22.3

20.0

17.7

16.9

15.4

10.0

9.2

6.9

4.6

3.1

1.5

0.8

3.8

30.0

4.5

17.9

19.4

9.0

22.4

7.5

11.9

3.0

17.9

16.4

14.9

4.5

0.0

7.5

3.0

7.5

7.5

3.0

50.7

(%)

介護保険事業所（①＋②）(n=130）

障害福祉サービス事業所（n=67）

◆問11認識した困りごと ●介護保険事業所（①＋②）(n=130）を基準にソート

「見聞きしたことがある」は、
介護保険事業所 70.0％
障害福祉サービス事業所 49.3％



Ⅱ-３ “担当分野以外の困りごと” の対処法
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問12 “担当分野以外の困りごと”を把握した場合に、どう対処しましたか。（〇は１つだけ）

0 20 40 60 80 100

60.7 5.8 23.3 10.2

(%)

他の相談支援機関等につないだ・つなごうとしている

他の相談支援機関等につながなかった・まだつないでいない

担当分野以外の困りごとを抱えている人はいない・把握していない

回答なし

問12 担当分野以外の困りごと把握時の対処

n  =206

✓ 「他の機関等につないだ
（つなごうとしている）」は
60.7％

✓ 「他の機関等につながなかった（まだつな
いでいない）」は5.8％で少数です。



Ⅱ-４ 事業所アンケート調査結果のポイント・課題
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◆ 介護保険事業所の利用者は、健康、介護、買い物や通院、生活費、家族
のこと、障害福祉サービス事業所利用者は、加えて子育て・教育、仕事
のことなど、様々な不安を抱えている。

◆ 多くの福祉サービス事業所では、引きこもり、8050問題、ダブルケア、
ヤングケアラーなど、実に多様な“担当分野以外の困りごと”を見聞き
している実態がある。

◆ こうした“担当分野以外の困りごと”を把握したとき、多くの事業所で
は「他の機関につなぐ」といった対応を行っている。

◆ 多様化・複合化する“地域生活課題”を把握した際に、関係機関と連携
して解決につなげる仕組みを整備・充実していく必要がある。


